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条
例
関
係

①
川
根
本
町
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
改
正

「
教
育
基
本
法
（
平
成
18

年
法
律
120
号
）に
改
め
る
」

�

全
員
賛
成
可
決

②
川
根
本
町
社
会
教
育
条

例
の
一
部
改
正

「
教
育
基
本
法
（
平
成
18

年
法
律
120
号
）に
改
め
る
」

�

全
員
賛
成
可
決

③
川
根
本
町
飲
料
水
供
給

施
設
の
一
部
改
正

平
溝
飲
料
水
供
給
施
設
を

加
え
る
。

�

全
員
賛
成
可
決

　

補
正
予
算

◎
一
般
会
計
（
第
３
号
）

補
正
額

　

４
億
８
千
59
万
１
千
円

補
正
後
の
総
額

　

57
億
８
千
851
万
６
千
円

地
域
自
治
振
興
事
業
交
付

金
、
町
道
６
路
線
工
事
費
、

橋
梁
点
検
費
、
箇
所
付
け

無
の
建
設
工
事

�

賛
成
多
数
で
可
決

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
（
第
１
号
）

�

全
員
賛
成
可
決

　
公
の
施
設
管
理
指
定

◎
中
川
根
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス

お
ろ
く
ぼ
等
の
施
設
の
指

定
管
理
者

指
定
管
理
応
募
に
は
４
業

者
が
応
募
し
ま
し
た
が
大

新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
に
23
年
４
月

１
日
か
ら
28
年
３
月
31
日

ま
で
指
定
管
理

�

賛
成
多
数
で
可
決

　

工
事
請
負
契
約

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約

①
平
成
22
年
度
地
名
簡
易

水
道
施
設
整
備
工
事

【
契
約
額
】７
千
２
百
748
千
円

【
変
更
金
額
】２
百
398
千
円

【
契
約
先
】㈱
藤
原
組

②
林
道
寸
又
線
寸
又
口
橋

橋
梁
改
良
工
事

【
契
約
額
】７
千
119
千
円

【
変
更
金
額
】819
千
円

【
契
約
先
】㈱
石
切
山
建
設

　

第
４
回
定
例
議
会
が
12
月
７
日
に
開
会
し
、
提
出
さ
れ
た
８
議

案
中
、
４
議
案
と
条
例
３
件
が
初
日
に
可
決
さ
れ
、
12
月
17
日
の

最
終
日
に
議
案
１
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
議
会
報
告
（
７
日
～
17
日
）

【申請期限】平成23年度中まで（平成23年度末までに、完了できる事業であること）
制度概要

名 称 川根本町地域自治振興事業（交付金）

制 度 の 趣 旨

　自治会が自発的かつ計画的に行う各種の事業を支援するため、町が
その実施経費に対し、予算の範囲内において交付金を交付するものです。
　交付金の交付率は、交付限度内であれば10/10となります。
　この事業には、事業に関する書類等の作成や実施方法など、自治会
の事務を支援するため、町職員がアドバイザーとして参画することが
できます。

交付対象団体 区自治会、又は複数の自治会の連合組織

交付対象事業

　交付の対象となる事業は、平成22年度・23年度において、自治会が
自ら計画し、広く公共の益に供することを目的とした事業（平成23年
１月１日以降に計画され、実施される事業）で、投資的な経費に係る
事業としますが、町の補助金や交付金を支出する事業についても、区
の負担分等への充当も認めます。（ただし、国・県の補助事業について
は対象としません。）

平成22・23年度　川根本町地域自治振興事業について
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川根本町地域自治振興事業交付金 　交付限度額計算書
� ※世帯数及び人口は、平成22年４月１日現在の、住民基本台帳に基づく数。

地区名 世帯数
交付金

規模割
人 口 割

合　　計
人口 @2,000円

接 岨 25 800,000 80 160,000 960,000
大 間 36 800,000 69 138,000 938,000
奥 泉 95 1,000,000 215 430,000 1,430,000
大 谷 16 500,000 41 82,000 582,000
沢 間 39 800,000 100 200,000 1,000,000
桑 野 山 49 800,000 119 238,000 1,038,000
平 栗 10 500,000 33 66,000 566,000
寺 馬 83 1,000,000 173 346,000 1,346,000
千 頭 西 59 1,000,000 168 336,000 1,336,000
千 頭 東 124 1,200,000 324 648,000 1,848,000
小 長 井 205 1,700,000 524 1,048,000 2,748,000
上 岸 40 800,000 105 210,000 1,010,000
前 山 14 500,000 41 82,000 582,000
田 代 79 1,000,000 205 410,000 1,410,000
柳 三 12 500,000 39 78,000 578,000
崎 平 80 1,000,000 234 468,000 1,468,000
青 部 61 1,000,000 163 326,000 1,326,000
坂 京 23 800,000 58 116,000 916,000
洗富小幡 12 500,000 24 48,000 548,000
藤 川 216 1,700,000 651 1,302,000 3,002,000
水 川 101 1,200,000 313 626,000 1,826,000
上 長 尾 134 1,200,000 453 906,000 2,106,000
高 郷 182 1,500,000 482 964,000 2,464,000
八 中 18 500,000 69 138,000 638,000
梅 高 118 1,200,000 341 682,000 1,882,000
下 長 尾 102 1,200,000 336 672,000 1,872,000
瀬 平 56 1,000,000 204 408,000 1,408,000
久 保 尾 74 1,000,000 240 480,000 1,480,000
久 野 脇 102 1,200,000 360 720,000 1,920,000
地 名 187 1,500,000 579 1,158,000 2,658,000
下 泉 105 1,200,000 287 574,000 1,774,000
壱町河内 18 500,000 55 110,000 610,000
田 野 口 74 1,000,000 218 436,000 1,436,000
徳 山 480 2,500,000 1,198 2,396,000 4,896,000
合 計 3,029 34,600,000 8,501 17,002,000 51,602,000
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質
問　
中
国
竜
泉
市
と
の

友
好
提
携
事
業
に
つ
い
て

現
況
と
今
後
を
伺
う
。

町
長　
３
月
に
初
め
て
県

の
職
員
と
同
行
し
て
、
竜

泉
市
を
訪
問
し
、
８
月
に

は
上
海
万
博
ス
テ
ー
ジ
を

兼
ね
て
、
２
回
目
の
訪
問

を
職
員
と
議
員
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。
10
月
に
は
ふ

じ
の
く
に
友
好
団
と
し
て

浙
江
省
を
訪
問
し
、
杭
州

省
で
町
長
、
議
長
、
議
運

委
員
長
の
３
名
と
竜
泉
市

市
長
と
会
い
、
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　

竜
泉
市
か
ら
は
、
来
年

の
７
～
８
月
頃
、
本
町
訪

問
の
計
画
が
あ
る
と
伺
っ

た
。

質
問　
２
回
の
訪
問
の
折

り
、
市
長
は
今
年
度
中
に

訪
問
す
る
と
名
言
し
た
が
、

延
期
の
理
由
は
。

町
長　
今
年
度
内
に
本
町

訪
問
の
計
画
は
あ
っ
た
。

９
月
尖
閣
諸
島
の
問
題
が

起
き
て
、
訪
問
し
に
く
い

状
態
に
な
っ
た
。
ま
た
、

中
国
は
突
然
計
画
を
変
更

す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い

国
柄
だ
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　
来
年
度
も
友
好
事

業
の
継
続
、
予
算
の
計
上

も
続
け
て
い
く
か
。

町
長　
７
～
８
月
頃
、
本

町
訪
問
の
計
画
が
あ
る
の

で
、
予
算
計
上
を
し
ま
す
。

質
問　
千
頭
温
泉
の
現
状

と
今
後
の
対
応
を
。
ま
た
、

寸
又
峡
、
接
岨
峡
温
泉
の

入
り
込
み
状
況
も
伺
う
。

町
長　
千
頭
温
泉
は
、
７

月
に
調
査
を
行
い
、
現
在

再
度
の
温
泉
鋼
管
内
洗
浄

及
び
温
度
、
湯
量
の
確
保

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
12

月
10
日
に
調
査
は
終
る
。

　

そ
の
後
、
仮
ポ
ン
プ
を

据
え
て
洗
浄
試
験
を
行
っ

て
報
告
書
の
提
出
と
な
る
。

報
告
後
、
利
用
者
に
説
明
、

温
泉
審
議
会
を
開
催
し
て

方
向
性
を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

各
温
泉
地
の
入
り
込
み

客
数
は
22
年
度
は
数
値
が

つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

21
年
、
22
年
と
比
較
し
ま

す
と
寸
又
峡
温
泉
宿
泊
者

は
、
20
年
５
万
２
千
150
人
、

21
年
は
４
万
８
千
841
人
で

す
。
接
岨
温
泉
は
20
年
は

１
千
403
人
で
、
21
年
は

１
千
511
人
と
少
し
伸
び
て

い
る
が
、
厳
し
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

質
問　
貯
水
槽
タ
ン
ク
の

清
掃
に
つ
い
て
説
明
を
。

商
工
観
光
課
長　
タ
ン
ク

の
清
掃
は
３
年
に
１
度
計

画
的
に
行
う
。
タ
ン
ク
に

沈
殿
物
が
溜
ま
り
ま
す
。

質
問　
タ
ン
ク
が
汚
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
配
管
も

当
然
汚
れ
る
と
思
う
。
管

の
耐
用
年
数
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長　
配
管
に

つ
い
て
は
、
順
次
交
換
す

る
こ
と
に
な
る
。

質
問　
千
頭
温
泉
は
こ
れ

か
ら
も
ポ
ン
プ
の
取
り
替

え
、
タ
ン
ク
の
清
掃
、
配

管
の
交
換
等
、
財
政
負
担

が
か
か
る
こ
と
は
明
確
で

す
。
寸
又
峡
、
接
岨
で
も

同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
温
泉
は
地
域
の
発
展

に
貢
献
す
る
か
が
大
切
で

す
。
温
泉
条
例
に
、
事
情

に
よ
り
供
給
を
止
め
る
条

例
要
項
等
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
伺
う
。

町
長　
温
泉
条
例
は
、
温

泉
を
供
給
、
維
持
す
る
条

例
で
、
廃
止
す
る
場
合
を

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
、
温
泉
条
例
を
持
っ

て
い
る
他
地
域
の
事
例
も

見
て
、
必
要
な
文
言
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○友好提携事業の現状と今後

○千頭温泉の進捗状況と対応について
問

○友好事業は来年度も継続

○調査報告書により対応
答

中澤智義議員
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質
問　
川
根
本
町
情
報

通
信
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
議
会
、
区
長
会
へ
の

説
明
、
住
民
説
明
会
、
各

団
体
に
よ
る
先
進
地
へ
の

視
察
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

町
長
と
住
民
と
の
懇
談
会

等
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た

対
応
、
そ
の
結
果
賛
成
の

声
も
あ
り
ま
す
が
、
反
対

の
声
が
大
半
の
中
、
そ
れ

で
も
町
当
局
は
11
月
16
日
、

強
行
突
破
の
た
め
に
、
検

討
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
強
引
な
強
行
策

は
議
会
を
巻
き
込
ん
で
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

現
状
の
裏
側
と
そ
の
真
意

を
伺
い
ま
す
。

町
長　
ま
ず
、
こ
の
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
に
お

け
る
区
長
及
び
住
民
の
皆

様
へ
の
説
明
会
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
22
年

度
の
予
算
審
議
に
お
い
て
、

議
員
の
皆
様
か
ら
住
民
へ

の
十
分
な
説
明
を
行
っ
て

か
ら
詳
細
設
計
に
移
る
よ

う
要
請
さ
れ
た
こ
と
も
一

つ
の
理
由
で
す
。
特
に
強

行
策
を
と
る
た
め
の
手
段

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
討

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

も
、
10
月
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
議
員
の
皆
様
の

勉
強
会
と
い
う
位
置
付
け

と
の
考
え
を
お
示
し
し
ま

し
た
が
、
一
般
町
民
も
入

れ
て
と
の
ご
意
見
も
ご
ざ

い
ま
し
た
の
で
、
有
識
者

を
含
め
た
委
員
会
の
設
置

を
決
定
し
ま
し
た
。

質
問　
平
成
元
年
か
ら
始

ま
っ
た
総
務
省
に
よ
る
情

報
施
策
の
根
幹
で
あ
る
光

の
道
100
％
実
現
へ
の
施
策

は
平
成
15
年
度
が
目
安
で

あ
っ
て
、
補
助
制
度
は
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
川

根
本
町
が
国
の
方
針
と
は

別
に
町
単
独
事
業
で
行
う

理
由
を
説
明
し
て
い
く
だ

さ
い
。

副
町
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
想
、

国
の
構
想
で
す
ね
。
先
ほ

ど
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
国

の
補
助
事
業
と
指
定
さ
れ

た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
19
年
か
ら
20
、
21

と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度

も
繰
り
越
し
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
訳
で
す
け
れ
ど
も
、

い
わ
ゆ
る
初
期
の
段
階
は

終
了
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
光
の
道
構
想
が

あ
っ
て
、
公
設
民
営
化
に

移
行
し
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン

が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、

財
源
的
に
は
交
付
税
措
置

を
行
っ
て
い
く
わ
け
で
、

そ
れ
が
終
了
し
た
と
い
う

解
釈
に
は
な
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

質
問　
合
併
特
例
債
を
使

え
ば
交
付
税
措
置
に
な
り

ま
す
。
次
に
企
画
課
で
平

成
21
年
７
月
16
日
か
ら
１

泊
２
日
で
山
田
職
員
他
２

名
で
新
潟
県
村
上
市
朝
日

地
区
へ
行
政
視
察
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
課
長
へ
の

報
告
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
の
で
結
果
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。

企
画
課
長　
21
年
の
関
係

は
私
は
承
知
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問
○ブロードバンド事業への強行策の原点は

○国の補助制度が終わった後なぜ事業推進か

○強行策ではない。検討会で各会の意思確認を

○光の道構想の中で公設民営は国の方針
答

市川昌美議員

区長による先進地視察（平成22年６月・長野県下條村）

住民説明会の様子
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質
問　
町
長
の
主
体
性
や

政
治
理
念
な
ど
が
伝
わ
り

に
く
い
懇
談
会
で
な
か
っ

た
か
。
所
見
を
伺
う
。

町
長　
厳
し
い
御
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
励
ま
し

の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
経
済
が
停
滞
す

る
中
で
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満

が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

は
賛
成
と
、
反
対
の
両
方

の
意
見
が
あ
り
、
検
討
会

を
設
け
検
討
し
て
い
く
。

一
年
後
を
経
て
私
自
身
も

大
変
厳
し
い
状
況
の
中
に

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

質
問　
住
民
の
皆
さ
ん
は

自
分
の
住
む
町
を
良
く
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
お
役
所
回
答
で
な
く
、

で
き
な
い
理
由
で
な
く
、

で
き
る
方
策
を
期
待
し
て

い
る
が
伺
い
ま
す

町
長　
皆
様
方
と
車
座
に

な
っ
て
お
話
し
合
え
る
よ

う
な
機
会
を
持
て
ば
、
お

役
所
的
で
な
い
、
お
な
じ

住
民
と
し
て
忌
憚
の
な
い

話
し
合
い
方
法
も
あ
る
と

思
う
、
今
後
の
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

質
問　
奥
泉
で
の
懇
談
会

で
茶
業
振
興
の
質
問
書
の

回
答
が
極
め
て
不
適
切
で

茶
業
者
は
迷
惑
し
た
。

産
業
課
長　
川
根
茶
の
ブ

ラ
ン
ド
に
た
い
し
て
混
乱

を
招
く
表
現
で
不
適
切
な

回
答
を
し
た
。
４
地
区
の

区
長
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
関
係
、

茶
業
組
合
、
に
説
明
し
訂

正
を
し
ま
し
た
。

質
問　
中
国
等
川
根
茶
販

路
開
拓
調
査
研
究
事
業
の

そ
の
後
を
伺
う
。

町
長　
３
月
議
会
で
中
国

を
中
心
と
し
た
開
拓
を
求

め
る
の
は
問
題
が
多
い
事

で
、
国
内
を
も
う
一
度
見

直
す
必
要
が
あ
り
９
月
議

会
で
提
案
し
よ
う
と
し
て

断
念
し
た
が
、
御
意
見
を

真
面
目
に
受
け
と
め
、
有

効
な
事
業
に
し
て
い
き
た

い
。
水
面
下
で
検
討
し
て

い
る
状
況
で
具
体
的
な
進

捗
は
し
て
い
な
い
。

質
問　
10
月
に
訪
中
の
さ

い
竜
泉
市
訪
問
が
必
要
と

提
案
し
た
が
、
そ
の
後
を

伺
い
ま
す
。

町
長　
こ
れ
か
ら
の
相
互

の
行
き
来
の
中
で
お
互
い

に
検
討
を
重
ね
て
い
く
、

議
員
の
話
の
よ
う
に
、
私

が
行
か
な
い
と
市
長
本
人

が
訪
日
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　
佐
藤
町
長
は
旧
本

川
根
で
は
商
工
会
事
務
局

長
、
収
入
役
、
助
役
を
経

験
し
て
お
ら
れ
る
。
12
月

９
日
の
新
聞
記
事
に
は
大

変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
発

言
の
事
実
を
伺
う
。

町
長　
言
葉
の
言
い
回
し

と
し
て
は
あ
あ
い
う
部
分

も
あ
っ
た
、
一
部
分
を
書

い
て
あ
り
私
が
話
し
た
も

の
と
は
違
う
形
に
な
っ
た
。

書
か
れ
た
事
は
私
に
責
任

が
あ
り
、
今
後
し
っ
か
り

戒
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問　
６
億
円
余
の
剰
余

に
つ
い
て
予
算
編
成
の
責

任
者
と
し
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
余
剰
金
が
出
た
背

景
に
は
交
付
金
の
繰
越
分

や
３
億
５
千
万
円
の
特
別

交
付
税
、
執
行
残
、
入
札

差
金
等
で
６
億
円
余
出
た
。

読
め
な
か
っ
た
の
は
職
員

で
な
く
、
私
だ
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

質
問　
各
種
要
望
は
例
え

ば
寸
又
右
岸
林
道
の
早
期

開
通
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
芝

は
り
、
先
生
方
の
パ
ソ
コ

ン
等
々
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
懇
談
会
で
も
こ
れ
か

ら
行
政
運
営
で
挽
回
し
た

い
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た

意
気
込
み
を
伺
う
。

町
長　
ま
だ
１
年
と
言
う

こ
と
で
反
省
し
、
こ
れ
か

ら
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
、
こ
の

町
の
元
気
に
向
け
て
基
本

的
な
考
え
を
示
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
皆
様
の
御
理

解
も
求
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
以
前
に
も
取
り
上

げ
ま
し
た
製
茶
工
場
の
重

油
タ
ン
ク
の
防
油
堤
に
助

成
金
を
。
農
家
の
現
場
に

心
し
て
頂
き
た
い
、
伺
う
。

町
長　
防
油
堤
の
関
係
は

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
補
助
金
の
新
設
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
○町政懇談会の町長の所見を伺う
○中国関連トップダウン事業の進みぐあいは
○行政運営について
○重油タンク防油堤について

小籔侃一郎議員

答
○私自身も厳しい状況の中にあると考える
○まだ検討段階で具体的な進みはない
○反省し基本的考えを示し元気再生に頑張る
○安心・安全補助金の新設を考える

（2010年12月９日）
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質
問　
耕
作
放
棄
地
の
調

査
結
果
を
伺
う
。

町
長　
地
区
農
政
推
進
委

員
を
中
心
に
耕
作
放
棄
地

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
10
地
区
で
増
減

が
あ
り
約
１
ha
増
え
て

29 

ha
の
放
棄
地
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

対
策
事
業
の
実
績
は
、
21

年
度
が
２
箇
所
30
ａ
、
22

年
度
が
４
箇
所
49
ａ
で
奥

泉
２
、
水
川
１
、
田
野
口

１
、
計
４
箇
所
で
す
。

質
問　
認
定
の
放
棄
地
の

90
％
以
上
は
茶
園
か
―
。

産
業
課
長　
ほ
ぼ
茶
園
で

す
。

質
問　
耕
作
放
棄
地
の
認

定
は
、
２
年
間
の
無
収

穫
・
放
棄
状
態
が
あ
っ
て

認
定
さ
れ
、
な
お
且
つ
借

り
る
人
が
な
い
限
り
再
生

の
方
向
に
入
っ
て
い
か
な

い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

産
業
課
長　
結
果
と
し
て

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
町
と
し
て
の
再
生
事

業
を
、
町
の
担
い
手
協
議

会
で
請
負
事
業
を
実
施
で

き
る
か
を
23
年
度
に
検
討

し
、
ま
た
緑
肥
作
物
の
植

生
実
証
試
験
も
農
林
業
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
た
い
。

質
問　
29 

ha
の
耕
作
放

棄
地
・
放
棄
茶
園
の
内
で

再
生
対
策
事
業
で
再
生
利

用
さ
れ
た
の
は
僅
か
79
ａ

に
す
ぎ
な
い
。
現
行
の
再

生
事
業
は
農
地
法
に
基
づ

く
生
産
基
盤
と
し
て
の
農

地
の
再
生
と
維
持
が
目
的

な
の
で
放
棄
茶
園
の
実
情

に
は
即
応
し
に
く
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
担
い
手
の
高
齢
化

と
土
地
条
件
の
悪
い
中
で

の
耕
作
状
況
か
ら
放
棄
地

が
出
て
い
る
訳
で
、
今
の

国
や
県
レ
ベ
ル
で
言
っ
て

い
る
も
の
だ
と
な
か
な
か

救
え
な
い
。

　

別
の
視
点
で
の
対
応
は

大
変
重
要
で
検
討
し
て
い

か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　
提
案
と
し
て
、
お

年
寄
り
が
茶
園
維
持
が
で

き
な
く
な
っ
た
時
、
農
政

委
員
や
農
業
委
員
を
通
し

て
申
請
し
、
状
況
を
審
査

し
、
重
度
の
ラ
ン
ク
か
ら
、

町
単
の
事
業
と
し
て
茶
園

の
抜
根
・
整
地
を
し
、
緑

肥
の
ク
ロ
ー
バ
ー
や
牧
草

の
種
を
ま
い
て
、
再
生
可

能
に
し
て
お
く
様
な
補
助

事
業
が
出
来
な
い
だ
ろ
う

か
。
抜
根
・
整
地
は
基
本

規
定
を
作
り
、
町
内
の
建

設
土
木
業
者
に
委
託
し
て

は
と
考
え
て
提
案
い
た
し

ま
す
。

質
問　
南
部
小
の
複
式
学

級
と
学
校
統
合
に
つ
い
て
、

学
校
の
設
置
・
管
理
者
の

立
場
と
し
て
の
考
え
を
伺

う
。

町
長　
22
年
度
の
教
育
目

標
に
「
複
式
学
級
の
開
設

に
向
け
て
の
備
え
を
万
全

に
す
る
」
を
掲
げ
て
準
備

を
進
め
、
今
後
学
校
教
育

の
議
論
を
高
め
て
い
き
た

い
。

質
問　
複
式
学
級
を
支
援

す
る
と
は
―
。

町
長　
教
員
資
格
の
あ
る

方
を
町
単
独
の
講
師
と
し

て
採
用
し
て
対
応
い
た
し

ま
す
。

質
問　
複
式
学
級
や
統
合

の
議
論
が
進
ま
な
い
原
因

は
教
育
長
不
在
と
２
名
の

教
育
委
員
の
欠
員
に
あ
る

の
で
は
―
。

町
長　
大
変
大
事
な
問
題

で
あ
り
、
し
っ
か
り
議
論

で
き
る
場
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
文
科
省
か
ら
、

１
億
６
千
500
万
円
の
交
付

税
が
町
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
先
生
方
に
パ
ソ
コ
ン

を
１
台
ず
つ
約
80
台
、
小

中
学
校
は
授
業
数
と
登
校

日
数
が
増
え
、
猛
暑
も
厳

し
い
の
で
、
小
中
学
校
各

学
年
36
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

副
町
長　

今
回
き
め
細

や
か
な
第
２
次
交
付
の
中

で
、
こ
れ
は
要
重
要
検
討

課
題
と
い
う
こ
と
で
指
示

を
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
○耕作放棄地の調査結果を伺う
○抜根・整地・緑肥の補助事業の検討を！
○南部小の複式学級・学校統合について
○先生にパソコンを！教室にエアコンを！

答
○耕作放棄地は29ha、その殆どが「放棄茶園」。
○農地法の対策事業だけでは―。他も検討したい。
○複式学級に教員資格者を講師採用し補完する。
○きめ細やかな第２次公付の重要課題として指示。

太田侑孝議員

耕作放棄茶園

77

一 般 質 問



質
問　
親
の
経
済
状
況
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
健

康
で
楽
し
い
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
の
拡
充

を
。
①
受
給
率
が
低
い
就

学
援
助
の
所
得
基
準
緩
和

を
。
②
子
ど
も
の
医
療
費

補
助
の
完
全
無
料
化
と
高

校
生
へ
の
補
助
引
き
上
げ

を
。
③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

ヒ
ブ
、
子
宮
頸
ガ
ン
な
ど

任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無

料
化
を
。
④
『
食
育
』
目

的
の
学
校
給
食
費
を
無
料

に
。

町
長　
①
経
済
情
勢
や
社

会
情
勢
の
変
化
や
、
他
の

制
度
で
生
活
保
護
相
当
世

帯
に
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
、
近
隣
の
認
定
・
支
給

状
況
な
ど
を
見
て
検
討
し

た
い
。
②
西
伊
豆
で
は
高

校
ま
で
無
料
化
し
て
お
り

同
じ
歩
調
で
行
き
た
い
が
、

と
り
あ
え
ず
は
中
学
ま
で

の
無
料
化
を
考
え
て
い
る
。

町
の
負
担
割
合
も
県
の
制

度
改
正
等
で
減
っ
て
い
る
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高

校
ま
で
補
助
を
拡
大
し
て

い
る
が
、
無
料
化
の
方
向

で
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

課
長　
④
材
料
費
分
を
給

食
費
と
し
て
い
る
。
現
在
、

給
食
費
滞
納
世
帯
は
あ
る

が
、
無
料
に
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
税
金
や
水

道
料
な
ど
も
あ
る
の
で
当

町
で
は
給
食
費
だ
け
の
無

料
は
考
え
ら
れ
な
い
。

質
問　
実
施
見
通
し
を
問

う
①
青
部
駅
へ
の
ト
イ
レ

設
置
、
②
野
良
猫
対
策
の

避
妊
補
助
、
③
梅
島
下
温

泉
の
足
湯
設
置
、
④
徳
山

診
療
所
建
物
の
活
用
。

町
長　
①
バ
イ
パ
ス
完
成

ま
で
は
時
間
を
要
す
る
た

め
、
簡
易
ト
イ
レ
を
置
い

て
対
応
し
た
い
。
②
動
物

愛
護
の
精
神
を
尊
重
し
て
、

避
妊
手
術
補
助
な
ど
の
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。
③

自
噴
し
て
お
り
あ
る
程
度

利
用
は
見
込
め
る
が
湯
量

が
少
な
く
管
理
費
も
か
か

る
。
２
月
頃
か
ら
河
川
敷

環
境
整
備
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
る
の
で
整
備

構
想
の
中
で
検
討
し
た
い
。

④
基
本
的
な
用
途
の
変
更

は
困
難
だ
が
、
今
後
の
活

用
を
検
討
す
る
時
は
地
域

に
相
談
す
る
と
思
う
。

質
問　
人
口
が
減
っ
て
い

る
の
に
可
燃
ゴ
ミ
は
増
え

て
い
る
。
焼
津
市
で
２
地

区
に
共
同
生
ゴ
ミ
処
理
機

を
設
置
し
好
評
。
耕
作
放

棄
地
を
市
民
農
園
に
し
て

コ
ン
ポ
ス
ト
を
沢
山
置
い

て
完
熟
さ
せ
堆
肥
に
利
用

し
て
い
る
女
性
グ
ル
ー
プ

も
あ
る
。
当
町
も
生
ゴ
ミ

減
量
化
や
堆
肥
化
を
支
援

し
て
、
環
境
や
循
環
型
の

町
づ
く
り
を
考
え
る
仲
間

づ
く
り
を
。

町
長　
こ
れ
ま
で
電
動
生

ゴ
ミ
処
理
機
を
１
千
368
台
、

コ
ン
ポ
ス
ト
を
626
台
、
合

計
で
述
べ
１
千
994
世
帯
補

助
し
て
き
た
。
現
在
可
燃

ゴ
ミ
の
３
～
４
割
が
生
ゴ

ミ
と
思
わ
れ
る
。
共
同
処

理
機
は
維
持
管
理
の
問
題

や
費
用
対
効
果
が
少
な
く

て
中
止
し
た
事
例
も
あ
り
、

焼
津
市
の
経
過
を
見
て
い

き
た
い
。

課
長　
生
ゴ
ミ
は
㌧
数
に

す
る
と
３
割
で
430
㌧
と
大

き
い
。
現
在
２
分
の
１
の

補
助
で
限
度
額
３
万
５
千

円
、
５
年
間
は
再
補
助
し

な
い
と
な
っ
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
検
討
し
て
、
要

綱
等
の
見
直
し
も
行
う
等
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長　
あ
る
程
度
普
及
し

て
次
へ
上
が
る
課
程
で
は

補
助
見
直
し
の
必
要
も
あ

る
と
思
う
。
今
後
検
討
し

た
い
。

問
○健康で楽しい学校生活が送れるように

○検討を約束された事業の実施見通しは？

○共同の生ゴミ減量で循環型まちづくりを

答
○医療費・ワクチン無料化の方向で検討中

○とりあえず青部駅に簡易トイレ設置する

○新たな取り組みに補助見直し検討したい

鈴木多津枝議員

グラウンドで元気に遊ぶ子どもたち

桑野山市民農園
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質
問　
９
月
19
日
に
商
工

会
青
年
部
が
行
っ
た
、｢

奥

大
井
サ
ス
ペ
ン
ス
ブ
リ
ッ

ジ
恋
愛
事
件（
出
会
い
編
）

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
列
車

２
０
１
０
」
と
い
う
事
業

で
男
性
24
名
・
女
性
24
名

の
若
者
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
７

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

て
現
在
も
進
行
中
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
最
終
到
達

に
は
ま
だ
至
っ
て
は
い
な

い
よ
う
で
す
が
、
独
身
者

の
多
い
当
町
で
若
者
達
の

出
会
い
の
後
押
し
が
出
来

な
い
か
お
伺
い
し
た
い
。

町
長　
平
成
21
年
度
静
岡

県
市
町
村
振
興
協
会
振
興

セ
ミ
ナ
ー
「
未
来
へ
つ
な

ぐ
、
地
域
づ
く
り
」
に
お

い
て
の
活
動
発
表
を
さ
れ
、

高
い
評
価
を
頂
い
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
中
山
間

地
域
で
は
過
疎
、
高
齢
化

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

中
で
地
域
づ
く
り
に
大
き

な
力
で
あ
る
と
頼
も
し
く

思
い
ま
す
。
又
、
10
月
２

日
に
井
川
線
恋こ

じ
ょ
う情（

湖
上
）

駅
で
結
婚
式
に
参
画
さ
れ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

若
い
皆
様
の
積
極
的
な
地

域
づ
く
り
に
は
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
町
と
し
て
も

今
後
、
商
工
会
青
年
部
の

方
々
と
話
し
合
い
、
協
力

体
制
を
と
り
、
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問　
住
宅
問
題
で
す
が
、

町
営
住
宅
の
空
き
家
ま
た

個
人
住
宅
の
空
き
家
対
策

で
す
が
、
若
者
達
が
カ
ッ

プ
ル
に
な
っ
た
時
、
住
む

家
が
無
く
て
は
困
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
様
な
空
き
家

等
を
貸
し
与
え
、
少
し
で

も
人
口
の
増
加
を
考
え
ら

れ
な
い
か
お
伺
い
し
た
い
。

町
長　
町
営
住
宅
へ
の
新

婚
カ
ッ
プ
ル
へ
の
家
賃
補

助
等
に
は
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
町
住
宅
総

合
計
画
の
中
で
、
若
者
定

住
促
進
家
賃
補
助
と
い
う

制
度
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
世
帯
主
が
40
歳
以
下

と
い
う
条
件
は
あ
り
ま
す

が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　
町
の
出
生
率
を
お

伺
い
し
た
い
。

生
活
健
康
課
長　
町
の
特

別
出
生
率
は
１
．26
人
で

す
。

質
問　
12
月
９
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
「
お
は
よ
う
日
本
」

の
中
で
宮
崎
県
西
米
良
村

は
日
本
一
出
生
率
が
高
く
、

全
国
平
均
１
．37
人
、
西

米
良
村
は
２
．88
人
で
す
。

こ
の
様
に
高
い
出
生
率
は

子
育
て
し
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
る
か
ら
と
思
い

ま
す
。
医
療
費
の
高
校
生

ま
で
の
無
料
化
、
保
育
料

の
３
人
目
か
ら
の
無
料
等
、

住
み
や
す
い
環
境
を
考
え

て
頂
け
な
い
か
お
伺
い
し

た
い
。

町
長　
定
住
対
策
は
こ
の

町
に
と
っ
て
も
将
来
を
考

え
最
も
重
要
な
施
策
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
近
隣

市
町
で
も
定
住
促
進
を

色
々
な
方
法
で
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
様

な
事
例
を
見
な
が
ら
、
後

を
追
う
の
で
は
な
く
、
町

と
し
て
の
独
特
な
独
自
の

も
の
を
新
し
く
つ
く
り
上

げ
、
こ
の
地
域
に
人
が
来

て
い
た
だ
け
る
様
な
施
策

を
構
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
○若者達の婚活に助成を

○町営住宅、民間住宅の空き家対策について

○若者定住と子育てについて

答
○協力体制をとり、できる限りの支援をしたい

○若者定住促進・家賃補助制度を検討したい

○定住促進を重要施策として考えたい

中田隆幸議員

ＴＯＫＩＭＥＫＩ列車２０１０

こじょう駅で結婚式
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質
問　
当
町
の
産
業
振
興

課
題
よ
り
な
ぜ
優
先
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

町
長　
超
高
速
の
情
報
通

信
基
盤
を
将
来
的
に
必
要

な
生
活
や
産
業
の
基
盤
と

な
る
社
会
資
本
と
し
て
と

ら
え
、
学
校
、
病
院
な
ど

の
社
会
福
祉
施
設
建
設
な

ど
と
同
様
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。

質
問　
国
の
「
光
の
道
構

想
」
と
は
、
５
年
の
間
に

全
て
の
世
帯
が
超
高
速

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
政
策

で
あ
る
。
川
根
本
町
が
独

自
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
事
業
も「
光
の
道
構
想
」

と
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る

と
い
う
が
、
い
つ
、
ど
こ

で
確
認
を
し
た
か
。

企
画
課
長　
国
の
窓
口
は

総
務
省
東
海
総
合
通
信
局

情
報
通
信
振
興
課
と
聞
い

て
い
る
。

質
問　
国
の
窓
口
は
本
省

で
あ
る
。
本
省
総
合
通
信

基
盤
局
電
気
通
信
事
業
部

事
業
政
策
課
で
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
は
、「
光
の
道

構
想
」
と
い
う
の
は
民
間

主
導
で
進
め
る
こ
と
が
原

則
で
あ
る
が
、
う
ま
く
進

ま
な
い
場
合
は
公
的
機
関
、

例
え
ば
川
根
本
町
の
公
費

負
担
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
て
進
め
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
社
会
資
本

と
い
う
考
え
方
を
し
て
い

る
な
ら
、
国
が
後
押
し
す

る
と
い
う
担
保
を
と
り
、

国
と
整
合
を
図
っ
た
進
め

方
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
情
報
不
足
の
中
で
、

国
・
県
の
し
っ
か
り
し
た

担
保
を
と
っ
て
い
る
の
か

と
言
わ
れ
る
と
、
そ
の
と

お
り
だ
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
る
。
現
在
、
予
算

の
裏
づ
け
も
と
れ
て
い
な

い
と
い
う
中
で
、
県
の
ご

指
導
も
頂
き
な
が
ら
進
め

て
き
て
い
る
。

質
問　
こ
の
町
の
人
口
が

減
っ
て
い
く
、
若
者
が

減
っ
て
い
く
中
で
維
持
管

理
の
コ
ス
ト
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
が
重
要
な
問
題
点

で
も
あ
る
。
浜
松
市
の
事

例
で
い
う
と
、
今
浜
北
区

の
方
へ
光
ケ
ー
ブ
ル
を

張
っ
て
い
る
が
、
こ
の
設

備
は
将
来
的
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
移
管
を
し
て
い
く
と
い

う
設
計
で
施
工
し
て
い
る
。

当
町
の
場
合
、
移
管
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
後
の
負
担
を
考
え

れ
ば
、
そ
う
い
う
手
法
を

考
え
て
お
く
必
要
は
あ
る

と
思
う
。

質
問　
年
間
の
維
持
管
理

費
は
、
設
備
償
却
、
人

件
費
等
を
除
い
て
約
６
，

０
０
０
万
円
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
を
含
め

た
維
持
管
理
費
、
採
算
性

は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
課
長　
根
拠
の
数
字

に
減
価
償
却
も
入
れ
て
あ

る
の
か
と
い
う
よ
う
な
質

問
だ
と
思
う
が
、
今
回
の

場
合
は
ま
だ
積
算
を
し
て

い
な
い
。

質
問　
本
日
の
質
問
も
納

得
で
き
る
回
答
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。
携
帯
電
話
の

無
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
が
整
っ
て
き
て
お
り
、

寸
又
峡
、
接
岨
峡
で
も
１

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
く
ら
い
の
ス

ピ
ー
ド
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
位

の
ス
ピ
ー
ド
だ
と
通
常
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
に

さ
ほ
ど
支
障
は
無
い
。
町

内
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
を
調
査
し
デ
ー
タ
で
示

す
べ
き
だ
。

企
画
課
長　
調
査
結
果
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
は
町
内
の
最

小
速
度
を
２
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
と

い
う
数
値
で
算
出
さ
れ
た
。

携
帯
電
話
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
状

況
に
つ
い
て
は
人
家
が
あ

る
地
点
で
も
利
用
で
き
な

い
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
町
内
の
情

報
格
差
の
解
消
が
必
要
で

あ
る
。

問
○川根本町ブロードバンド基盤整備事業は
将来の展望が描かれていないではないか
○町独自の計画で国県の担保が取れるか
○年間の維持管理費、採算性はどうなのか

答
○産業振興に活用できるものは特に観光分野、
川根茶ブランド力向上の情報発信も行う
○情報不足の中でそこまではっきり言えない
○減価償却費を入れた計算はまだしていない

原田全修議員

携帯電話・無線ブ
ロードバンドは、川
根本町ほぼ全域で可
能となった
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日
本
全
国
で
地
域
主
権

が
い
わ
れ
、
真
の
住
民
自

治
の
実
現
へ
の
取
組
み
が

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
川
根
本
町
議
会
で
も
、

議
会
基
本
条
例
制
定
へ
の

検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
紙
面
を
借

り
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

①�

議
会
基
本
条
例
を

制
定
す
る
目
的

　

議
会
基
本
条
例
は
、
町

の
重
要
な
意
思
決
定
を
誰

が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で

行
う
の
か
を
、
町
の
約
束

事
と
し
て
定
め
る
も
の
で

す
。
登
場
人
物
は
３
者
で

す
。
住
民
と
議
会
と
首
長

（
町
長
）
で
す
。
こ
の
３

者
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

り
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
果
た

し
た
と
き
、
こ
の
町
の
真

の
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る

の
か
、
そ
の
ル
ー
ル
を
決

め
る
こ
と
を
第
１
の
目
的

と
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
役

割
の
違
い
は
あ
っ
て
も
町

政
の
傍
観
者
は
い
ま
せ
ん
。

ど
れ
が
欠
け
て
も
最
良
の

町
の
意
思
決
定
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
、
住
民
と
議
会

の
意
思
の
疎
通
、
住
民
と

首
長
の
意
思
の
疎
通
、
そ

れ
を
基
盤
と
し
た
議
会
と

首
長
の
徹
底
し
た
議
論
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
の
会
議
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
か
を
決

め
た
も
の
と
し
て
は
、
現

在
も
議
会
会
議
規
則
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
議
会
や
議
員
の
活
動
を

内
部
的
に
規
律
す
る
も
の

で
、
原
則
、
住
民
や
首
長

に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対

し
、
議
会
基
本
条
例
は
、

議
会
が
住
民
に
対
し
て
の

約
束
事
と
し
て
、
川
根
本

町
住
民
す
べ
て
に
適
用
さ

れ
、
町
の
意
思
と
し
て
議

決
さ
れ
る
も
の
で
す
。
条

例
で
定
め
る
と
い
う
こ
と

の
意
義
は
こ
の
事
に
あ
り

ま
す
。

現
在
、
地
方
自
治
体
の
権

限
は
増
大
し
、
地
方
分
権

と
い
わ
れ
た
時
代
か
ら
、

地
域
主
権
と
呼
ば
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
国
の
下
部
機
関
と
し

て
の
役
割
を
国
の
機
関
委

任
事
務
と
し
て
負
わ
さ
れ

て
い
た
多
く
の
事
務
が
な

く
な
り
、
国
と
対
等
の
関

係
と
し
て
の
自
治
体
が
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国

の
方
に
向
い
て
い
た
首
長

の
目
を
住
民
の
方
に
向
け

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を

仲
立
ち
す
る
も
の
と
し
て

の
議
会
の
役
割
も
格
段
に

重
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

自
己
決
定
、
自
己
責
任
が

地
方
政
府
で
あ
る
自
治
体

の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

②�

議
会
基
本
条
例
の

お
も
な
内
容

２
元
代
表
制　

住
民
の
代

表
機
関
と
し
て
議
会
と
首

長
（
町
長
）
が
あ
り
ま
す
。

多
人
数
か
ら
な
る
協
議
機

関
で
あ
る
議
会
と
単
独
機

関
で
あ
る
首
長
が
競
い
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
住

民
の
意
向
に
近
づ
く
こ
と

を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

議
会
の
自
由
な
討
論　

議

会
は
重
要
案
件
に
つ
い
て

徹
底
的
に
討
論
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
討
論

の
中
か
ら
問
題
点
を
見
つ

け
出
し
、
住
民
に
提
示
し
、

住
民
の
意
見
を
議
会
に
吸

い
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

住
民
参
加　

住
民
が
参
加

す
る
と
い
う
部
分
は
、
議

会
の
存
在
価
値
を
決
め
る

も
っ
と
も
重
要
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
会
議
の
公
開
、

定
期
的
な
議
会
報
告
会
、

分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ

り
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

③�

議
会
の
取
組
み

　

す
で
に
私
た
ち
の
議
会

で
も
行
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
本
会
議
の
傍

聴
、
傍
聴
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
議
会
だ
よ
り
は

住
民
参
加
に
寄
与
す
る
も

の
で
す
。
委
員
会
と
全
協

で
は
自
由
な
討
論
が
行
わ

れ
て
お
り
、
一
般
質
問
で

の
１
問
１
答
方
式
も
早
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
民
参
加
の
点

を
は
じ
め
と
し
て
不
十
分

な
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
１
歩
も

２
歩
も
進
ん
だ
議
会
基
本

条
例
を
制
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
当
議
会
で
は
、

全
協
に
お
い
て
協
議
を
重

ね
、
先
進
地
へ
の
視
察
も

２
度
行
っ
て
い
ま
す
。
基

本
条
例
は
、
町
の
意
思
を

ど
う
し
て
決
め
て
い
く
の

か
の
基
本
と
な
る
条
例
と

な
り
ま
す
。
住
民
に
も
、

行
政
に
も
納
得
し
て
も
ら

え
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議会改革
基本条例制定への取組み
� 川根本町議会議長　板谷　信
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編
集
後
記

　

新
春
の
「
暦
」
は
特
に
感
動

と
勇
気
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ

ま
す
。
正
月
の
今
は
「
二
十
四

節
気
」
で
言
え
ば
１
月
５
日
か

ら
「
小
寒
」
に
入
っ
て
お
り
、

20
日
か
ら
は
「
大
寒
」
に
移
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
２
月
４

日
の
「
立
春
」
へ
向
け
て
ま
さ

に
「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら

じ
」
を
実
感
す
る
時
期
に
あ
り

ま
す
。
古
代
中
国
で
作
ら
れ
た

と
い
う
「
七
十
二
候
」
で
表
す

と
「
小
寒
」
中
の
10
日
か
ら
の

５
日
間
は
「
水
泉
動
」
の
時
期

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
„
し

み
ず
あ
た
た
か
を
ふ
く
む
＂
と

読
ん
で
、
地
中
で
凍
っ
た
湧
き

水
が
動
き
始
め
る
時
期
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
す
ご
い
で
す
ね
。

厳
し
い
冬
の
期
間
で
あ
っ
て
も
、

地
の
中
で
は
草
木
の
春
の
準
備

を
促
が
す
よ
う
に
湧
き
水
が
動

き
始
め
る
の
だ
と
教
え
て
く
れ

る
わ
け
で
す
。
混
迷
の
日
本
の

今
が
、
そ
し
て
川
根
本
町
の
今

が
、
や
が
て
確
実
に
春
が
迎
え

ら
れ
る
「
水
泉
動
」
の
時
期
な

の
だ
と
確
信
し
た
い
も
の
で
す
。

 

（
Ｍ
・
Ｈ
）

編
集
委
員

 

（
第
二
常
任
委
員
会
）

 

委
員
長　

中
田
隆
幸

 

副
委
員
長　

小
籔
侃
一
郎

 

委　

員　

髙
畑
雅
一

 

　

〃　
　

原
田
全
修

 

　

〃　
　

太
田
侑
孝

 

　

〃　
　

中
野　

暉

12月
４日　　　　市町対抗駅伝競走大会

９日～17日　定例議会

14日　　　　大村朱澄さんを囲む会

22日　　　　ブロードバンド検討委員会

○本会議・初　日　３月２日（水）　午前９時開会
○本会議・最終日　３月16日（水）　午前９時開会
　休会中は特別委員会で平成23年度の川根本町予算審議が行われます。

　また、一般質問は最終日の16日に行う予定です。

議会本会議はどなたでも傍聴できます。ぜひ傍聴にお越しください。

３月議会の日程

議 会 日 誌

11月
６日　産業文化祭
11日　中高一貫教育・複式学級視察
� 佐久間町
12日　もりのくにイルミネーション点灯式
13日　奥大井ふるさと祭り
14日　消防協会榛原支部消防操法査閲大会
20日　文化協会演芸発表会

もりのくにウィンターイルミネーション

市町対抗駅伝競走大会
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